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撮影：名和真紀子

グローバリゼーション、さら

には先制攻撃が行われるよ

うな現代において、９条の役

割を考える上で、私たちは二

つのアポリア（内的矛盾）に置

かれていることに気付く。ま

ず第一に、私たちはどのよう

にして９条の意味を知りう

るのだろうか？　戦争は「国

家の自然権」ではなかっただ

ろうか？　日本には既に一

つ（もしくは二つ）の軍隊が存在

しているのではないか？　

ということである。二つ目は、

より実際的な問いである。つ

まり、我々はどのようにして

それが意味することに対す

る理解を狭めないようにす

るのか？　どのように、そし

てなぜ、人々はそれに対して

興味を持つのか？　という

ものである。

私は、結局のところ、歴史に

さかのぼる事なく、これらの

問いかけを理解する方法は

存在しえないと考える。人間

の大規模な移動、国際的な

意思と「平和維持」の観点か

ら見た戦争の法的合理化、

国境への軍事化、つまるとこ

ろ我々が現在、近代的かつ

政治的なグローバル化の害

悪と考えているものは、第二

次世界大戦の和平調停後に

初めて顕在化したのである。

日本においては、政治的境界

線の引きなおしにより、帝国

がおおよそ人口の半分を

失った。つまり、植民地から

「日本人」の総人口を早急か

つ不公平に送還することを

余儀なくされたのである。

国家主権の例外的な構造は、

アメリカ軍の要員によって

牽引されたといえる。いわば、

米軍統治下の沖縄がその主

な例である。アメリカによる

占領の最終局面において、

脱植民地化の結果を処理す

るための、国連の名の下で行

われた朝鮮戦争によって、日

本における膨大な数の朝鮮

民族は無国籍者として決定

的に取り残され、そして日本

全体は第三次世界大戦に巻

き込まれるという恐怖にさらされたのである。日本は最初から、

歴史の例外ではなかったのである。

この構造において、９条は相反する感情をもった「遺産」である。

それは、不平等な現状維持の核心であり、また人間の生き残り

に関するありさまとも考えられ時にはその両方であった。これ

を抽象的、倫理的な問題、もしくは単に法的な問題という抽象

的な概念を通して考える事は、純粋なユートピアへの希望とそ

れに伴う悩ましい矛盾を曖昧にしてしまう、という危険を冒す

こととなる。私たちは９条を、これまで続いてきた審美的かつ

政治的な運動の歴史を通して理解していく必要がある。この

議論は、小熊英二が論じているように、国家主権に対する政治

的な問題を別にして、誰が主権者となりうるのかという問題も

ある。これは、誰が、そしてどのようにこの歴史に直面してきた

のかという問いかけである。その問いかけは、政治的表現に関

する問題と共に、ゆっくりとした、相反するものが直面するこ

とによってのみ問題解決への努力が行われ得るものであり、結

局のところ、表現と、それらの変更に関する問いである。二番目

は、機関が生き残り、日常生活の安定を保証できるのか、という

問いかけである。９条は、明白ではあるが非常に入り組んだ理

由により、日常生活の保護として理解されている。(同様に、９条は

それが取り上げられた歴史の運動のなかでのみ存在している、と言うこともで

きる)。三番目に、記憶に対する問いかけがある。第二次世界大戦

のみではなく、戦後の時代そのもの、そして現在とのかかわり

合いに関するものである。ここで、これらの問いかけに関する

短編小説を紹介する。９条が(竹内好の言葉を借りると)｢庶民の智慧

｣として理解されてきた平和運動においては最もよく知られて

いる慣用句が、高木敏子の「ガラスのうさぎ」のような権威ある

平和文学の中で、私たちに届いてくる。

わたしの家の前の京葉道路の真ん中を都電が走り、後ろのほ

うに総武線の電車が高架線路を走っていた。町の中は、鉄工場、

メリヤス工場、石けん工場、製靴工場と、中小の町工場が立ち

並び、そこに働く人々の生活をささえる米屋、酒屋、肉屋、八百

屋、魚屋などの店が軒をならべていた。また庶民のたのしみの

場である寿座という芝居小屋や、小さな映画館もあり、毎日が

活気なみち、働く人々の町であった。（省略）

一九四一（昭和十六）年十二月八日にはじまった大東亜戦争

（わたしたちはこう教えられた）が、勝ったのもつかのま、しだ

いに敗色がただよいはじめ、一九四三年の二月、ガダルカナル

島の日本軍絶滅の知らせとともに、急に重苦しく暗いものに

なっていた。

工場で働いている若者をはじめ、工場の主人も、お店の人たち

も、つぎつぎの軍隊からの召集令状一枚で兵隊に招集されて

いった。わたしたち子どもは、少国民と呼ばれるようになり、毎

日のように出征兵士を送りに行き、そして、出征兵士の家の前

に整列し、兵士を送る歌をうたった。（省略）

一九四七年五月三日、わたしはこの日を一生涯わすれないだ

ろう。この日、日本国新憲法が施行された。新聞に全文の中でわ

たしは第二章、「戦争の放棄」ということばにすいつけられた。

 

第二章　戦争の放棄

１　日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平和を誠実に

希求し、国権の発動たる戦争と、武力による威嚇または武力行

使は、国際紛争を解決する

手段として、永久にこれを放

棄する。

２　全国の目的を達するた

め、陸海空、その他の戦力は、

これを保持しない。国の交戦

権は、これは認めない。

 

この文面は、わたしにとって、

まさに輝く太陽のように、ま

ぶしくみえた。 

平和運動における慣用句か

らよく知られるようになっ

たこの表現形態は、まず戦前

のプロレタリア文学の教訓

的リアリズムの流れを汲ん

でいるが、多くの変更も行わ

れている。高木は、1960年に

締結された安全保障条約に

反対する「市民」として、見分

けのつく人物である。彼女は、

東京の下町にある資産家で

ある小売店の出身である。

さらに特筆すべきはその歴

史の主題である。高木の大

人になるまでの道のりは、高

木の自伝の中でも描かれて

いる。この表現は、様々な観

点から、妥協と呼ぶことがで

きる。なぜならアメリカが９

条を最初に義務付けたにも

関わらず、後に軍事同盟を

通じてそれを崩そうと努め

たことで、アジアにおいて安

定した政治的主題を確立し

つつも、冷戦構造を完全に

理解することを妨げたから

である。高木の本は、大人が

政治的な情報としての戦争

体験に関して、｢啓蒙｣という

パラダイムの中から、非民主

主義的な過去に対する回顧

的な視点で書いた、子供の

ための小説である。そうする

ことで、アメリカの占領とい

う父権的イデオロギーへの

順応を裏切っている。私たち

は、ほとんど現状維持に近い

何かを見ることができるが、

完全に現状維持という訳で

はない。

確かに、それらの本来の趣旨

に反するような表現を用い

ることは、魅力的なことであ

る。しかし、そのような政治

的アイデンティティの形態

は、単に、日本とアメリカと

ソ連の間における共謀の強

化された構造の一つのあり

在するとはっきり述べてい

る。それらの作品は約束の輪

郭を描く。もし、私たちが９

条の精神に立ち返ることが

できる、ということが完全に

明確ではないとしても、そし

てその精神がたとえどんな

ものであったとしても、これ

らの作品は、私たちが歴史の

中で、現在に立ち返ることが

できるかもしれない、という

ことを示してくれる。

（英文テキストより訳出、翻訳：宮崎慎也）

うる幻想として、学生運動によって、特に1960年代に、批評の

中にすでに登場していた。この批評は「リアリズム」そのものの

批評に関連しており、文芸評論家吉本隆明によって使われる

比喩の中では、リアリズム自体のみを映し出した鏡で囲まれた

檻だとみなされた。次に、反ベトナム戦争グループであるべ平

連の知識人と活動家たちは、９条とその法的帰結における矛

盾する価値を完全に取り込むことによって、なんとかこの「市

民」という概念の中で、よりラディカルな可能性を見出すこと

ができた。おそらくここで、私たちはこの美術展において展示

される作品の政治的根源を見ることができる。

アメリカの帝国主義が戦後の日本の帝国主義の代わりになっ

た、という旧来の共産党の伝統を拒絶し、これらの作品は冷戦

構造における日本の仲介的な立場によって作られたアイデン

ティティと関係性の相反する感情を、より厳密に考察したもの

と言えよう。そして、アイデンティティと現状、さらに生き残と

いう問題における関係は、変化した条件の中へと再定義され

たのである。

極端には、アメリカに滞在中アメリカの公民権運動について広

範囲に記し、「民主的社会を求める学生（SDS）」の主導者にイン

タビューした鶴見良行は、９条のまさに実行不可能性ゆえ、国

民国家自体を解消することを要求する、とした。しかし、この問

題に関して最も強力な取り決めは、韓国へ帰り、ベトナムに軍

人として配属された韓国人であるキム・ドンヒが日本に政治的

亡命を画策していたときに起きた。

歴史学者鶴見和子が支持することで、キムは９条に対して、標

準語ではない忠実に書き写された日本語で、高木が1950年代

に行った方法と酷似した方法を用いて訴えた。韓国への亡命

引渡しは拒絶される一方で、日本政府はキムの要求を棄却し、

キムは最終的に朝鮮民主主義人民共和国へ逃げざるを得なく

なったのである。ここで気がかりなことには、冷戦の政治的位

置づけとそのアイデンティティの間における鏡的な現象の中

には何らかの内容があるということである。

しかしながら、この構造を究極的に最も妨げていることは、沖

縄が日本へ返還されたことにおける９条の問題である。1969

年に、雑誌「世界」のために書かれた評論の中で、後に沖縄の県

知事となる太田昌秀は、当時の政治問題を支配した左翼と極

左の間の区別を無くすと主張した。幻想というよりはむしろ、

９条が沖縄に正確に適用されることができなかったために、象

徴的存在となったのである。つまり、定期的に原子力潜水艦は

Colbalt-60で小さな漁師の収穫を妨げ、B-52爆撃機は裏庭か

ら出撃し、さらに経済活動が米軍基地に依存しつつある中、戦

争はすでに家の中にあったのである。さらに、厳しい状況の中

で切望するものを提供することによって、９条は、抵抗のアイ

デンティティ、というイデオロギーの地盤が形成されえた、と

太田は主張した。本土の、より急進的な政治の方程式を何気な

く転倒させている沖縄の地方紙によると、日米安保はもちろん

頽廃であり、本当の問題は９条である、と述べた。おそらくラ

ディカルで、そしておそらく一般的に、独立国家沖縄へのあこ

がれは、この点においてのみ、逆説的に旧植民地国への復帰と

いうことで収束した。今日におけるこの主張の皮肉は、沖縄の

継続的な占領、さらには尊重されていない契約を考慮すると、

当初９条を特徴付けた障害を和らげるものではなかったとい

うことになる。

９条に対するのと同様に、今日私たちがきっぱりと矛盾を取り

除くための機会に直面しているならば、そのような歴史的難題

に対して私たちはどのように応じればよいのだろうか。この美

術展に展示されている作品は、ギャラリーの範囲内で、この政

治的な問いを投げかけ続けている。それらの作品は、様々な手

法で、９条とその歴史的な記憶の問題の間にある関係性が、現

在の経済活動や軍隊配備に反対する活動のなかで潜在的に存

ます。『9条』に関しても、当初は“日本は攻撃、自衛共に軍隊

はもてない”と書いてあったのです。でも、ケーディス大佐

が“これでは自衛する権利さえ持てないではないか”と、『自

衛』という文字を削除したのです」

ケーディス大佐。彼の存在は、日本人にとって馴染み深いも

のではない。日本の歴史教科書に登場するのは、飛行機の階

段に足を乗せパイプをくわえるマッカーサー将軍のみだ。

その直属の部下であったホイットニー准将がもっとも信頼

を置いていたのが、このケーディス大佐である。ベアテさん

いわく、実務上の統括者は彼だったのだという。

「マッカーサー将軍は、同じフロアというだけではなく、隣

りの部屋でした。でも、将軍は天皇陛下みたいなものでした。

私が会ったのはカクテルパーティでの一回と、ある日私が

エレベーターに乗ろうとしている時に、彼が食事から戻っ

てロビーに帰って来た時くらい。その時、私は隠れましたけ

ど（笑）。怖かったんです、とっても。でもケーディス大佐でさ

え、マッカーサー将軍と直接話したのは実は二回だけなん

です。私も驚きました。毎日会いに行くものとばかり思って

いましたから。その事実を知ったのもつい最近のことです。

4年くらい前に。だから私が理解する限りでは、彼が占領の

全体を統括していたのだと思います」

彼女自身から語られる当時の歴史は、日本側から語られる

“占領”のイメージとは違う側面が見え隠れする。実際、彼女

はその“憲法作成の9日間”の後は通常業務に戻り、以来『憲

法』に関わることは二度となかった。彼女の人生にとっても、

あまりに“特異”な時間だったのである。だからこそ、彼女の

憲法観は一市民的な視点から外れることがない。

「どの国でも、今のところは法律がなければならないでしょ

う？　何かしらまとめるルールがないと無茶苦茶になる。み

んなが自分のことだけしてしまうから（笑）。でも憲法には、

みんなのために一番良いことを表わすべきだと思います。

私は全世界の憲法を改憲して『9条』を入れれば良いと思う。

平和がもっとも重要なことだというのは、女性の心には自

然と入っていることだと思います。それによってどうなる

かは分かりません。でも、努力しなければならない。やって

みないと駄目。だって、ガンジーとかいろいろな人たちが平

和を目指したけれど、成功しなかった。でも『9条』は成功す

るかもしれないでしょ？　とりあえず60年間は日本のため

に成功したのだから。それは一つの成功事例です。日本は本

当に誰も殺さなかったんですよ、この60年間」

彼女はいま、“憲法の母”として日本に招かれる機会が多く

なった。自分の話せる範囲で、等身大に当時を振り返る。そ

の人柄とユーモアによって、日本人の“憲法”というものへ

の距離感は確実に変わることだろう。私自身もそうだった

ように。

けれどそんな彼女も来場者からされる質問に、時おり肩身

を狭くする。「9条のことはどれだけのアメリカ人が知って

いるのですか？」。きっと彼女にとってこの憲法は、どこか

遠くの国だけのものではないのだ。集めたのは世界の叡智

であり、求めたのは世界中の男女平等であり、願うことは心

の底からの平和。法律家ではない、一人の人間として。

「私たちの世代は、第2次世界大戦の後は“平和になる”とみ

んな本当に思っていました。あまりに大変だった。“きっと

NY、マンハッタン。アッパーウエストの住宅街に佇むマンションに、彼女の住まいはあった。

見晴らしは良いが、高級感に溢れていて特別、というほどでもない。日本人にとっては知る人

ぞ知る有名人ではあっても、ここNYでは普通の一人の女性である。ベアテ・シロタ・ゴードン、

84歳。第2時世界大戦終戦後、GHQのスタッフとして来日し、日本国憲法作成に関わった重要

人物の一人だ。60年以上も改正されることのなかった憲法を実際に作った人が生きている

のであれば話を聞いてみたい。その一心で、東京から私はここNYを訪れた。

2007年4月26日。取材は、ベアテさんの自宅にて。あまりに流暢に話す彼女の日本語に驚きな

がら、時に彼女のユーモアに笑いながら、インタビューはおよそ5時間にわたって行われた。

*　*　*　*　*

「いらっしゃい。日本から来てくださったの？　光栄だわ。あのね、何か飲みたかったらそこ

の冷蔵庫から取ってくださいね。お腹が空いてたらサンドイッチもあります。セルフサービ

スですけど（笑）」

歴史的な偉人との出会いは、こんな何気ない会話から始まった。彼女が日本で有名であるの

は、条文で言えば『24条』、男女平等の文言を60年以上も前の憲法に入れ込んだことが大きい。

でも彼女は決して法律のプロではない。ここアメリカでは、アジア・ソサエティのディレク

ターとして、アジアの舞台文化を広めた功績の方が名高い。父親が著名なピアニストでも

あったことも大きかったのだろう。芸術や文化に精通していた。家のあちらこちらに、アー

ティストたちから寄贈された絵画や写真、彫刻などが飾られている。

彼女が東の果ての一国の憲法作成に関わったのは、他でもない日本に暮らす両親に再会する

ために終戦後戻ってきたからだった。そんなベアテ・シロタ・ゴードンと日本国憲法の“関係”

が注目されたのは、1993年に日本を再び訪れてからだ。その時初めて、この歴史的な物語に

ついて自由に話すことができたのだという。そもそも1970年代半ばまでは「トップシーク

レット」とされていた。憲法施行から25年以上もの間である。

私が彼女を訪れた時期というのは、日本国内で憲法改正に向けての動きが日に日に高まって

いた頃である。具体的に言えば、『国民投票法案』［★１］が国会で審議されていた。

「私は改憲することはとても危ないことのように思います」

彼女の答えはシンプルだった。そしてその意味するところは、彼女の作った条文へのこだわ

りではなく、平和を謳った『憲法9条』に起因している。

「いま改憲することは、“パンドラの箱”みたいなものだと私は思っています。その箱を開けば

何が出てくるでしょうか。最初は、どこか別の条文を変えることを目的に改憲の動きが始ま

るでしょ？　本当にその条文だけで済めばいいかもしれません。しかし、私はそうはならな

いような気がします。それを一旦開けてしまえば、何が出てくるかわからない。60年という

時間は、思っているよりも

短い時間です。封建的な国

から民主的な国になるのは

時間がかかるものだと思い

ます。私は結婚して60年く

らい経ちますけど、夫は全

然変わらない。私も変わら

ない（笑）。だから60年とい

うものは、本当に長い時間

じゃない。だから怖いので

す」

改憲論議が沸き起こる時の

“大義”は、たいていが決

まっている。「もう60年も

経ったのだから……」「ア

メリカ側から押し付けられ

たものではなく、今こそ自

立した憲法を……」と。こ

の頻繁に聞かれる『押し付

け論』を簡単に言えば、「戦

勝国として都合の良いよう

に作ったものではないか」

ということ。それが、軍事力

の交戦権を放棄した『9条』

に集約されていると考える

人も多い。

「私たちが憲法を作ること

になるとは、最初は誰も考

えていなかったんです。

マッカーサー将軍も“日本

の政府が書きなさい”って

命令したんですもの。私た

ちの何人かは法律の専門家

ですが、大体はそうじゃな

い人たち。大学の先生、官僚、

ビジネスマン……」

急遽、憲法を作成すること

になった彼女たちGHQに

託された時間は、たったの

9日間。焼け野原の東京を

ジープで駆け回り、図書館

を探したという。世界中の

憲法の資料を集めるためだ。

ドイツのワイマール憲法、

フランスの人権宣言、ソビ

エトやスカンジナビア諸国

のものまで含まれていた。

｢ある国の憲法にだけ存在

する条文や、他国の中に

入っている違うニュアンス

のもの。それを全部私たち

は集めたんです。いろんな

国から一番良い権利を。あ

る日本の専門家は“GHQが

全世界の知恵を調べて、そ

れを日本の憲法に入れたみ

たいだ”と言いました。だか

ら、そこには全世界が一緒

に書いたみたいに歴史の知

恵が入っていると思ってい

「
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
」っ
て
言
っ
た
と

き
に
、何
か
が
動
き
始
め
て
い
る
。

美
し
い
か
ら
す
ば
ら
し
い
。見
た
と
き
に
ど
う

い
う
感
覚
を
受
け
る
が
、芸
術
作
品
の
全
て
だ

と
思
う
ん
で
す
。

こ
の
世
の
厄
介
な
矛
盾
を
最
も
人
間
の
生
命

原
理
に
近
い
と
こ
ろ
で
表
現
で
き
る
も
の
が
、

ア
ー
ト
か
な
と
思
う（
茂
木
）

茂
木
健
一
郎

：  

ぼ
く
は
こ
の
美
術
展
は
、「
ア
ト

ミ
ッ
ク
・
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
」っ
て
い
う
タ
イ
ト
ル

を
持
っ
て
き
た
こ
と
で
、も
う
す
で
に
勝
利
し

て
る
っ
て
い
う
感
じ
が
し
て
る
わ
け
。語
源
だ

と
か
な
ん
と
か
、手
垢
の
つ
い
た
何
の
感
性
も

刺
激
し
な
い
よ
う
な
解
釈
を
抜
き
に
し
て
、

「
ア
ト
ミ
ッ
ク
・
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
」っ
て
言
っ
た
と

き
に
、何
か
が
動
き
始
め
て
い
る
。そ
れ
が
何
な

の
か
、言
葉
で
い
う
の
は
難
し
い
け
れ
ど
も
、そ

こ
に
は
我
々
が
ア
ー
ト
っ
て
呼
ん
で
る
も
の
に

つ
な
が
る
何
か
が
あ
る
気
が
す
る
。そ
う
い
う

タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
と
い
う
こ
と
自
体
が
、

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
功
績
だ
と
思
う
ん
で

す
よ
ね
。

政
治
性
あ
る
い
は
批
評
性
と
美
の
関
係
は
す

ご
く
難
し
い
問
題
を
孕
ん
で
い
る
と
思
う
ん

で
す
よ
。政
治
的
な
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
と
ア
ー

ト
は
違
う
。照
屋
さ
ん
の
作
品
は
、圧
倒
的
に

美
し
い
か
ら
、ア
ー
ト
と
し
て
成
立
し
て
い
る

ん
で
す
。逆
に
言
う
と
、じ
ゃ
あ
な
ん
で
ア
ー
ト

が
あ
る
政
治
的
な
文
脈
で
立
ち
上
げ
た
と
き

に
美
に
な
り
う
る
の
か
。そ
こ
は
よ
く
考
え
な

く
ち
ゃ
い
け
な
い
。さ
ら
に
、美
と
い
う
も
の
は
、

本
来
そ
う
い
う
ち
ょ
っ
と
恐
ろ
し
い
も
の
を
含

ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

ぼ
く
が
な
ぜ
照
屋
さ
ん
の
作
品
が
好
き
な
の

か
と
言
う
と
、我
々
が
往
々
に
し
て
絶
対
的
な

区
別
だ
と
思
っ
て
し
ま
う
、自
然
と
人
工
だ
と

私
は
も
う
ち
ょ
っ
と
深
く
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
、コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
話
を
し
た
ん
で
す
。沖

縄
は
か
つ
て
米
軍
の
占
領
下
に
あ
っ
て
、日
本
に
返
還
さ
れ
た
の
が
１
９
７
２
年
、勇
賢
さ
ん
は
そ
の

翌
年
に
生
ま
れ
て
い
る
、と
。そ
の
後
に
フ
ィ
ン
ガ
ー
５
の
話
を
し
ま
し
た
。フ
ィ
ン
ガ
ー
５
は
沖
縄
で

米
軍
向
け
の
バ
ー
を
や
っ
て
い
た
親
の
子
ど
も
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
す
よ
ね
。米
軍
の
兵
隊
さ
ん
向
け

に
音
楽
を
作
り
始
め
て
、東
京
で
デ
ビ
ュ
ー
が
決
ま
っ
た
と
き
、返
還
前
だ
っ
た
の
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を

持
っ
て
、東
京
に
行
っ
た
。返
還
後
、今
度
は
日
本
人
と
し
て「
恋
の
ダ
イ
ア
ル
６
７
０
０
」を
東
京
で
歌

う
ん
で
す
。そ
う
い
う
こ
と
を
話
し
て
最
後
に
フ
ィ
ン
ガ
ー
５
の
ビ
デ
オ
を
流
し
て
、レ
ク
チ
ャ
ー
を

終
え
ま
し
た
。そ
し
た
ら
、あ
る
ア
メ
リ
カ
人
に「
な
ん
か
す
っ
ご
い
わ
か
っ
た
」っ
て
言
わ
れ
た
ん
で
す
。

お
そ
ら
く
そ
の
わ
か
っ
た
っ
て
い
う
の
は
、さ
っ
き
茂
木
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
な
、沖
縄
の
現
地
の

女
性
と
結
婚
し
て
生
ま
れ
た
子
ど
も
に
近
い
感
覚
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。つ
ま
り
、沖
縄

に
米
軍
が
来
る
こ
と
に
よ
っ
て
、全
然
違
う
、異
物
の
よ
う
な
、新
し
い
芸
術
が
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
。そ
の
ア
メ
リ
カ
人
は
、そ
う
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
、勇
賢
さ
ん
の
作
品
を
よ
り
深
く
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。私
は
そ
う
思
う
か
ら
こ
そ
、作
品
を
あ
る
種
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

に
落
と
し
て
説
明
し
た
い
。勇
賢
さ
ん
、ど
う
で
す
か
？

宇
宙
か
ら
見
た
地
球
に
美
し
さ
と
悲
し
さ
が
同
時
に
存
在
す
る
よ
う
な
状
況
を
形
に
す
る
こ
と
が
、

ア
ー
ト
が
で
き
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
な（
照
屋
）

照
屋
勇
賢

：
そ
の
話
を
聞
い
て
思
っ
た
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
は
、茂
木
さ
ん
が「
４
人
が
創
る

『
わ
た
し
の
美
術
』展
」の
コ
メ
ン
ト
に
書
か
れ
て
い
た
宇
宙
か
ら
見
た
地
球
の
こ
と
を
読
ん
で
思
い
出

し
た
、ア
ポ
ロ
時
代
に
宇
宙
に
出
た
宇
宙
飛
行
士
の
話
で
す
。青
い
宇
宙
か
ら
地
球
を
振
り
返
っ
た
と

き
に
、当
時
行
わ
れ
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
見
え
た
ら
し
い
ん
で
す
。爆
発
し
て
る
姿
が
、花
火
み
た

い
に
パ
チ
パ
チ
パ
チ
パ
チ
、ベ
ト
ナ
ム
の
上
空
で
見
え
た
。そ
れ
っ
て
す
ご
く
悲
し
く
も
あ
り
、美
し
い

な
と
思
っ
た
ん
で
す
。宇
宙
に
出
て
行
く
と
い
う
の
は
、一
国
だ
け
で
は
な
く
他
の
国
の
技
術
や
協
力

が
あ
っ
て
初
め
て
で
き
る
こ
と
で
す
よ
ね
。そ
し
て
、い
る
だ
け
で
も
過
酷
な
宇
宙
空
間
か
ら
見
え
る

地
球
は
、こ
の
冷
た
い
宇
宙
の
中
で
唯
一
、大
気
に
包
ま
れ
て
い
て
、自
然
が
あ
っ
て
、手
放
し
に
生
活

で
き
る
環
境
が
あ
る
。そ
の
一
方
で
、そ
こ
で
は
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。ぼ
く
は
中
学
校
で
そ

の
話
を
聞
い
た
と
き
、違
う
視
点
か
ら
見
た
と
き
に
、ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
と
か
人
の
呼
吸
自
体
に
、と
て
つ

も
な
い
距
離
や
時
間
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
ん
だ
、と
直
感
し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
、沖
縄
の
基
地
の
、米
軍
と
沖
縄
の
女
性
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
こ
と
で
す
。沖
縄

で
は
い
わ
ゆ
る
米
軍
の
兵
隊
と
お
付
き
合
い
す
る
女
の
子
を
〝
ア
メ
女（
ジ
ョ
）〞
と
言
い
ま
す
。こ
の

言
葉
は
実
は
非
常
に
差
別
的
に
使
わ
れ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、痴
漢
で
裁
判
に
な
っ

た
と
き
に
、被
害
に
遭
っ
た
女
性
に
対
し
て
、弁
護
士
が「
あ
な
た
は
ア
メ
女
で
す
か
」と
い
う
質
問
を

す
る
。言
葉
自
体
が
武
器
に
な
っ
て
、弁
護
す
る
は
ず
の
側
が
被
害
者
を
逆
に
攻
撃
し
て
し
ま
う
ん
で

す
。そ
う
い
う
、す
り
替
え
る
よ
う
な
言
葉
の
使
い
方
が
実
際
行
わ
れ
て
い
ま
す
。た
だ
、ア
メ
女
は
米

軍
の
人
た
ち
の
気
持
ち
を
私
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
存
在
で
も
あ
る
わ
け
で
す
よ
ね
。文
化

の
交
流
と
い
う
場
で
、一
番
の
希
望
で
も
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
い
ろ
ん
な
現
象
に
対
し
て
、反
論
し
た
り
悩
ん
だ
り
す
る
の
で
は
な
く
、そ
れ
を
じ
か
に

受
け
止
め
て
み
た
い
。宇
宙
か
ら
見
た
地
球
に
美
し
さ
と
悲
し
さ
が
同
時
に
存
在
す
る
よ
う
な
状
況

を
形
に
す
る
こ
と
が
、ア
ー
ト
に
で
き
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
か
な
、と
思
う
ん
で
す
。ア
ー
ト
っ
て
い
う
の

は
責
任
と
か
資
格
と
か
が
排
除
さ
れ
た
表
現
が
許
さ
れ
る
場
所
だ
と
思
い
ま
す
。

良
心
と
ア
ー
ト
の
起
源
は
ど
う
も
、か
な
り
近
い
も
の
が
あ
る
気
が
す
る（
茂
木
）

い
い
作
品
と
出
会
う
と
や
ら
れ
た
っ
て
感
じ
が
し
て
、ず
っ
と
傷
と
し
て
残
る
じ
ゃ
な
い（
茂
木
）

茂
木

：

ア
ー
ト
っ
て
、や
っ
ぱ
り
な
ん
か
、あ
る

意
味
ち
ょ
っ
と
侵
略
に
似
て
い
る
と
思
う
。い

い
作
品
と
出
会
う
と
や
ら
れ
た
っ
て
感
じ
が

し
て
、ず
っ
と
傷
と
し
て
残
る
じ
ゃ
な
い
。そ
の

後
起
こ
る
こ
と
っ
て
ア
メ
リ
カ
軍
が
沖
縄
に

行
っ
た
の
と
意
外
と
似
て
る
か
も
よ
。日
本

だ
っ
て
琉
球
処
分
を
や
っ
た
わ
け
で
し
ょ
う
。

最
近
は
中
国
の
チ
ベ
ッ
ト
問
題
が
話
題
に

な
っ
て
い
る
け
ど
、実
際
ど
こ
の
国
も
や
っ
て

い
る
わ
け
。単
に
歴
史
的
に
最
近
か
ど
う
か
だ

け
の
差
で
あ
っ
て
、無
罪
な
国
な
ん
て
な
い
ん

で
す
よ
。ま
あ
、い
ろ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い

る
ん
だ
け
ど
、そ
の
と
き
に
、い
ろ
ん
な
文
化
の

混
合
現
象
が
起
こ
る
。お
そ
ら
く
中
国
と
チ

ベ
ッ
ト
の
間
で
も
起
こ
る
で
し
ょ
う
。そ
こ
で

起
こ
る
こ
と
っ
て
、良
質
の
ア
ー
ト
で
起
こ
っ

て
る
こ
と
と
近
い
ん
だ
よ
ね
。

シ
ョ
ッ
ク
･
ア
ー
ト
っ
て
い
う
の
が
あ
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。「
さ
か
さ
ま
の
日
の
丸
」は
、

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
日
の
丸
っ
て
も
の
に
対
す
る

パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
を
変
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
告
知
-
森
」も
そ
う
。ま
さ
に
、傷
と
し
て
我
々

の
認
知
系
の
中
に
入
り
込
ん
で
き
て
、そ
こ
か

ら
の
癒
え
て
い
く
過
程
が
、変
容
の
過
程
と
い

う
か
。ぼ
く
は
良
質
の
ア
ー
ト
は
そ
う
い
う
と

こ
ろ
に
あ
る
気
が
し
て
。で
も
そ
う
考
え
る
と
、

時
に
す
ご
く
暴
力
的
な
異
文
化
と
の
出
会
い

と
い
う
も
の
と
、非
常
に
パ
ラ
レ
ル
に
な
る
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
、我
々
が
確
認
し
て
お
か

な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
こ
と
は
、そ
の
人
間
的
な

る
領
域
は
何
か
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。お
そ

ら
く
今
我
々
が
こ
こ
で
議
論
し
て
い
る
ほ
と
ん

ど
の
殺
し
合
い
と
か
殺
戮
っ
て
自
然
界
で
は

当
た
り
前
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
で
、彼
ら
は

そ
れ
に
つ
い
て
別
に
良
心
の
咎
め
は
感
じ
て
い

な
い
。勝
手
に
や
っ
て
い
る
。な
ぜ
人
間
だ
け
が
、

あ
る
種
の
行
為
を
許
せ
な
い
と
感
じ
る
の
か
。

こ
れ
は
ま
た
面
白
い
問
題
な
ん
で
す
よ
。人
間

と
は
何
か
が
逆
に
そ
れ
で
規
定
さ
れ
る
。だ
か

ら
、よ
く
人
間
は
邪
悪
で
あ
る
、自
然
は
こ
ん

な
に
も
無
垢
で
美
し
い
な
ん
て
言
う
け
れ
ど
、

あ
れ
は
ま
っ
た
く
の
嘘
で
、人
間
が
や
っ
て
い

る
邪
悪
な
こ
と
な
ん
て
全
部
自
然
界
で
は
行

わ
れ
て
い
て
、彼
ら
は
そ
れ
に
対
し
て
何
の
良

心
の
呵
責
も
感
じ
ず
に
い
て
、し
か
も
、そ
れ
が

進
化
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。だ

か
ら
、逆
に
、我
々
が
こ
れ
は
人
間
的
に
許
さ

れ
な
い
っ
て
い
う
と
き
に
は
む
し
ろ
、自
然
の

中
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
を
制
限
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
ね
。

そ
の
こ
と
と
ア
ー
ト
と
の
起
源
、つ
ま
り
良
心

と
ア
ー
ト
の
起
源
は
ど
う
も
、か
な
り
近
い
も

の
が
あ
る
気
が
す
る
。だ
か
ら
そ
こ
ら
へ
ん
を
、

今
回
の
展
示
で
真
也
が
ど
れ
だ
け
見
せ
て
く

れ
る
か
、期
待
し
て
い
る
ん
だ
け
ど
も
。

コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
、美
の
目
的
の
た
め

だ
け
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
が
ア
ー
ト
だ
と
思
う

（
渡
辺
）

渡
辺

：

い
や
い
や
、す
ご
く
わ
か
り
ま
す
。で
も

私
は
や
っ
ぱ
り
、特
に
現
代
美
術
は
最
終
的
に

コ
ン
テ
ク
ス
ト
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
。そ
れ
は

疑
い
よ
う
が
な
い
。コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
、

美
の
目
的
の
た
め
だ
け
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
が

ア
ー
ト
だ
と
思
う
ん
で
す
。例
え
ば
、サ
ッ
カ
ー

の
ベ
ッ
カ
ム
選
手
の
フ
リ
ー
キ
ッ
ク
を
芸
術
的

だ
な
と
思
っ
た
と
し
て
も
、あ
れ
は
芸
術
作
品

で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

芸
術
の
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
を
芸
術
作
品

と
し
て
評
価
を
す
る
機
関
が
、美
術
館
で
す
。

美
術
館
は
人
間
が
文
化
統
治
機
関
と
し
て

作
っ
た
も
の
で
す
。公
開
処
刑
が
行
わ
れ
て
い

た
時
代
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
以
降
、共
和
制

の
時
代
に
入
り
、処
刑
と
い
う
ス
ペ
ク
タ
ク
ル

を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、美
術
館

と
い
う
場
で
芸
術
作
品
を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
市
民
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
い
う
文
化

統
治
へ
の
転
換
が
行
わ
れ
た
。誰
で
も
芸
術
作

品
を
作
っ
て
頑
張
れ
ば
、そ
れ
が
美
術
館
に
入

る
か
も
し
れ
な
い
。つ
ま
り
文
化
統
治
の
方
法

が
芸
術
、さ
ら
に
現
代
美
術
を
生
ん
だ
ん
で
す
。

で
す
か
ら
、今
芸
術
と
い
う
と
き
に
は
芸
術
の

た
め
だ
け
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の
の
こ
と
で
あ
っ

て
、そ
れ
を
評
価
す
る
の
が
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で

す
。評
価
す
る
際
に
は
や
は
り
コ
ン
テ
ク
ス
ト

化
す
る
し
か
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
も
茂
木
さ
ん
が
言
お
う
と
し
た
、文
化
の
せ

め
ぎ
あ
い
み
た
い
な
と
こ
ろ
で
芸
術
的
な
こ
と

が
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
点
、私
も
そ
れ
は
面

白
い
と
思
い
ま
す
。沖
縄
に
関
し
て
も
全
く
そ

の
と
お
り
な
ん
で
す
け
れ
ど
、で
も
す
べ
て
を

「
こ
れ
は
ア
ー
ト
だ
か
ら
」み
た
い
な
感
じ
で
、

無
責
任
な
議
論
を
し
て
し
ま
う
人
を
私
は
信

じ
て
い
な
い
ん
で
す
よ
。ま
と
も
な
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

歴
史
的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
ち
ゃ
ん
と
作
っ
て
、

美
学
の
中
で
作
品
と
し
て
扱
っ
て
い
き
た
い
な

と
。

文
脈
っ
て
何
な
ん
だ
。こ
れ
大
問
題
だ
よ
ね

（
茂
木
）

茂
木

：

現
代
美
術
が
コ
ン
テ
ク
ス
ト
だ
と
い
う

の
に
は
全
く
同
意
す
る
け
れ
ど
、文
脈
と
は
何

な
の
か
、そ
こ
だ
よ
ね
。そ
れ
が
す
べ
て
だ
と
い

う
気
が
す
る
。だ
か
ら
ま
さ
に
照
屋
さ
ん
の
作

品
だ
っ
て
、あ
れ
子
ど
も
が
部
屋
で
遊
ん
で
て

旗
ひ
っ
く
り
返
し
た
か
ら
っ
て
ア
ー
ト
に
は
な

ら
な
い
。照
屋
さ
ん
が
あ
あ
い
う
ふ
う
に
言
っ

て
あ
あ
い
う
ふ
う
に
や
っ
た
か
ら
ア
ー
ト
に
な

る
。じ
ゃ
あ
そ
の
文
脈
っ
て
何
な
ん
だ
。こ
れ
大

問
題
だ
よ
ね
。そ
れ
は
ど
う
で
す
か
？　

真
也

ジ
ャ
ー
の
こ
ろ
か
ら
ど
う
も
引
き
受
け
て
い
る

ら
し
い
。お
れ
た
ち
男
は
そ
れ
に
つ
い
て
は

ち
ょ
っ
と
ナ
イ
ー
ブ
す
ぎ
る
。日
本
人
と
か
沖

縄
と
か
、い
ろ
ん
な
文
脈
を
引
き
受
け
て
い
る

自
分
が
あ
っ
て
と
か
、男
は
そ
う
い
う
こ
と
は

考
え
る
わ
け
。ア
メ
リ
カ
が
占
領
し
や
が
っ
て

と
か
。東
洋
人
オ
リ
エ
ン
タ
ル
と
し
て
ど
う
生

き
て
い
く
か
と
か
。そ
れ
っ
て
な
ん
か
す
ご
く

抽
象
的
な
文
脈
な
ん
だ
け
ど
、女
の
人
は
も
っ

と
即
物
的
な
文
脈
で
、自
我
が
規
定
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
に
対
し
て
も
の
す
ご
く
敏
感
。

渡
辺

：

そ
れ
っ
て
い
い
で
す
ね
す
ご
く
。私
、自

分
の
中
で
ア
ス
ト
ラ
ー
ド
・
ジ
ル
ベ
ル
ト
問

題
っ
て
い
う
の
を
設
定
し
て
い
る
ん
で
す
。

ジ
ョ
ア
ン
・
ジ
ル
ベ
ル
ト
と
い
う
有
名
な
ボ
サ

ノ
ヴ
ァ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
、ア
メ
リ
カ
に
来

て
英
語
話
せ
な
い
の
に
英
語
で
歌
を
歌
え
と

言
わ
れ
て
、仕
方
な
く
奥
さ
ん
の
ア
ス
ト
ラ
ー

ド
が
歌
う
こ
と
に
な
っ
て
。音
痴
な
彼
女
が
不

自
然
な
英
語
で
歌
っ
た
そ
の
歌
が
ア
メ
リ
カ

人
の
ツ
ボ
に
も
の
す
ご
く
は
ま
っ
て
、大
ヒ
ッ

ト
す
る
ん
で
す
よ
。私
そ
れ
が
す
ご
く
面
白
い

な
と
思
っ
て
。ア
ス
ト
ラ
ー
ド
は
無
自
覚
で
す

が
、同
じ
こ
と
を
あ
る
種
戦
略
的
に
や
っ
て
い

る
女
性
に
も
私
は
ア
メ
リ
カ
で
結
構
会
っ
て

き
た
か
ら
。そ
の
即
物
性
に
触
れ
た
と
き
に
、

ま
さ
に
異
物
な
感
じ
が
し
た
ん
で
す
よ
ね
。な

ん
か
そ
っ
ち
の
ほ
う
が
ア
ー
ト
っ
ぽ
い
話
に

な
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど（
笑
）。

茂
木

：

す
て
き
な
運
命
の
男
に
出
会
っ
た
瞬
間

に
全
部
消
え
て
い
く
と
い
う
考
え
方
も
別
に

あ
っ
て
も
い
い
と
思
う
ん
で
す
よ
。全
く
一
人

称
的
に
、即
物
的
に
。ア
メ
女
で
も
何
で
も
い
い

け
ど
、ジ
ム
っ
て
い
う
米
軍
基
地
の
い
い
男
と

で
き
ち
ゃ
っ
た
、と
。彼
ら
は
た
ま
た
ま
ア
メ
リ

カ
軍
兵
士
と
い
う
形
で
日
本
に
来
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
け
ど
。そ
ん
な
こ
と
私
は
知
ら

ん
、と
。そ
う
い
う
の
っ
て
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
文
脈
っ
て
か
な
り
で

か
い
と
思
う
。一
方
で
今
言
っ
た
よ
う
な
文
脈

も
あ
る
わ
け
だ
か
ら
。厄
介
で
す
よ
ね
。

渡
辺

：

そ
う
で
す
ね
。沖
縄
に
、勇
賢
さ
ん
も
よ

く
ご
存
じ
の
石
川
真
生
さ
ん
と
い
う
写
真
家
の
女
性
が
い
る
ん
で
す
。彼
女
は
米
軍
基
地
の
黒
人
男

性
と
つ
き
あ
っ
て
は
写
真
を
撮
る
ん
で
す
け
ど
、も
う
全
然
距
離
感
が
な
い
ん
で
す
よ
。米
軍
は
嫌
い

だ
け
ど
、さ
っ
き
言
っ
た
ジ
ム
さ
ん
み
た
い
な
人
は
好
き
な
ん
で
す
。石
川
さ
ん
の
写
真
、や
っ
ぱ
い
い

ん
で
す
よ
ね
。見
た
だ
け
で
、あ
、い
い
な
、っ
て
思
う
。そ
れ
こ
そ
大
き
な
文
脈
を
超
え
て
い
る
ん
で
す

よ
。ま
さ
に
向
き
あ
っ
た
唯
一
性
と
い
う
か
、対
比
性
み
た
い
な
と
こ
ろ
か
ら
新
た
な
も
の
が
生
ま
れ

て
い
る
。そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
認
識
し
つ
つ
、同
時
に
私
は
そ
れ
を
、な
か
な
か
メ
イ
ン
で
は
評
価
し
づ

ら
い
と
感
じ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
ね
。

真
也
の
場
合
、あ
ま
り
に
も
大
き
な
文
脈
に
絡
め
と
ら
れ
す
ぎ
て
い
る
気
が
し
て（
茂
木
）

茂
木

：

そ
れ
は
お
ま
え
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
生
き
て
い
る
か
ら
だ
よ
。俺
す
ご
く
感
じ
る
の
、こ
い
つ
す

ご
く
い
い
や
つ
な
ん
だ
け
ど
、そ
こ
が
弱
点
。

「
マ
ル
チ
チ
ュ
ー
ド
」を
書
い
た
マ
イ
ケ
ル
・
ハ
ー
ト
に
こ
の
前
会
っ
た
ん
だ
。い
か
に
も
イ
デ
オ
ロ
ー
グ

な
感
じ
が
す
る
じ
ゃ
ん
。で
も
あ
い
つ
す
ご
く
い
い
加
減
な
ん
だ
よ
。「
京
都
に
行
く
」っ
て
言
う
か
ら
、

「
何
し
に
行
く
ん
だ
よ
」っ
て
聞
い
た
ら
、「
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
が
来
て
る
か
ら
」っ
て
。そ
れ
ぐ
ら
い
ゆ
る

い
感
じ
が
同
時
に
存
在
し
て
て
。両
方
あ
る
ん
だ
よ
。真
也
の
場
合
、あ
ま
り
に
も
大
き
な
文
脈
に
絡

め
と
ら
れ
す
ぎ
て
い
る
気
が
し
て
。お
ま
え
だ
っ
て
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
た
っ
て
、す
げ
え
い
い
女
に

会
っ
て
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な
っ
て
さ
、大
き
な
物
語
が
崩
壊
し
て
い
く
っ
て
こ
と
だ
っ
て
あ
り
得
る

わ
け
じ
ゃ
ん
。

渡
辺

：

あ
あ
、い
い
で
す
ね
え
。（
笑
）

「
ぼ
く
個
人
の
平
和
と
あ
な
た
た
ち
が
言
っ
て
い
る
平
和
っ
て
地
続
き
な
の
か
」（
照
屋
）

照
屋

：

今
の
は
す
ご
く
い
い
切
り
口
で
す
ね
。以
前
、ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
会
に

参
加
し
た
と
き
、旗
の
作
品
„  

C
o
lo
r 
th
e 
W
o
rl
d
 ”

を
出
し
た
ら
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
あ
る
男
に
、

「
み
ん
な
平
和
平
和
っ
て
言
っ
て
る
け
ど
、あ
な
た
の
平
和
っ
て
な
ん
な
ん
だ
」と
詰
め
寄
ら
れ
た
ん
で

す
。「
は
っ
き
り
言
っ
て
、ぼ
く
は
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
に
急
に
ふ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
平
和
が
崩

れ
て
い
っ
た
。そ
こ
と
あ
な
た
た
ち
が
言
っ
て
い
る
平
和
っ
て
地
続
き
な
の
か
」っ
て
突
っ
込
ま
れ
た
と

き
に
、は
っ
と
し
ま
し
た
。も
し
か
し
て
、す
ご
く
わ
か
り
や
す
い
コ
ン
テ
ク
ス
ト
だ
け
か
ら
始
ま
っ
て

い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
。

両
方
あ
っ
た
ら
い
い
よ
ね
。で
、そ
れ
を
ど
う
地
続
き
に
す
る
か
っ
て
い
う
の
は
ま
さ
に
大
問
題
だ
よ

（
茂
木
）

茂
木

：

両
方
あ
る
ほ
う
が
い
い
と
思
う
ん
だ
、だ
か
ら
。こ
い
つ
は
大
き
い
ほ
う
は
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
い

る
か
ら
、も
う
ち
ょ
っ
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ほ
う
を
強
化
し
な
い
と
。で
ね
、お
れ
逆
に
そ
れ
し
か
分
か

ら
な
い
や
つ
は
あ
ん
ま
り
尊
敬
し
な
い
ん
で
す
よ
。「
お
れ
の
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
と
の
平
和
は
ど
う
し

て
く
れ
る
ん
だ
」と
言
う
の
は
い
い
け
ど
、一
方
で
彼
が
社
会
的
な
問
題
に
全
く
関
心
を
持
た
な
い
と

す
る
と
そ
れ
は
そ
れ
で
ま
た
問
題
っ
て
気
が
し
な
い
？　

両
方
あ
っ
た
ら
い
い
よ
ね
。で
、そ
れ
を
ど

う
地
続
き
に
す
る
か
っ
て
い
う
の
は
ま
さ
に
大
問
題
だ
よ
。

（
2
0
0
8
年
７
月
４
日　

横
浜
美
術
館「
４
人
が
創
る『
わ
た
し
の
美
術
館
』展
」ク
ロ
ス
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に
て
）

の
い
う
文
脈
っ
て
何
な
ん
だ
ろ
う
？

渡
辺

：

そ
れ
は
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
の
問
題
で
、そ
う
す
る
と
唯
一
性
の
問
題
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で

す
ね
。ク
オ
リ
ア
が
定
式
化
で
き
な
い
と
い
う
の
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。ク
オ
リ
ア
は

定
式
化
で
き
な
い
で
す
よ
ね
。パ
ル
メ
ニ
デ
ス
は
プ
ラ
ト
ン
に
対
し
て
、１
＋
１
は
成
立
し
な
い
と
い

う
こ
と
を
言
う
ん
で
す
よ
。１
は
ユ
ニ
ー
ク
だ
か
ら
１
な
の
で
あ
っ
て
、も
し
１
＋
１
が
可
能
な
の
な
ら
、

一
つ
目
の
１
は
破
た
ん
し
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
と
。そ
れ
に
対
し
て
プ
ラ
ト
ン
が
応
対
で
き
な
い
っ
て

い
う
話
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
。そ
の
応
対
で
き
な
い
ユ
ニ
ー
ク
性
み
た
い
な
も
の
を
突
き
詰
め
て
い
く

と
、あ
る
種
の
狂
気
で
す
よ
ね
。そ
う
い
っ
た
も
の
に
も
し
か
し
た
ら
創
造
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
し
、そ
こ
を
文
脈
化
す
る
こ
と
が
新
し
い
１
を
作
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。茂
木
さ
ん
が

扱
お
う
と
し
て
い
る
ク
オ
リ
ア
の
問
題
と
ち
ょ
っ
と
近
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
も
の
す

ご
く
大
き
な
枠
組
み
で
言
え
ば
近
代
の
問
題
で
あ
っ
て
、巨
大
化
し
た
ロ
ゴ
ス
支
配
に
対
し
て
言
葉

を
も
つ
こ
と
自
体
が
、2
0
世
紀
の
限
界
だ
っ
た
と
私
は
と
ら
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

や
っ
ぱ
り
私
た
ち
は
、過
去
の
作
品
を
理
解
す
る
際
に
自
ら
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
作
っ
て
い
る
ん
で
す
よ

（
照
屋
）

照
屋

：

ぼ
く
に
と
っ
て
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
、制
作
上
必
要
な
も
の
で
す
。た
だ
、さ
っ
き
茂
木
さ
ん
が

言
っ
た
よ
う
に
、３
０
０
０
年
後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、と
い
う
の
は
常
に
す
ご
く
感
じ
ま
す
ね
。３
０

０
０
年
後
の
こ
と
な
ん
て
わ
か
ら
な
い
。た
だ
、３
０
０
０
年
前
に
生
ま
れ
た
作
品
で
今
見
ら
れ
る
も

の
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
。中
に
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
そ
ぎ
落
と
さ
れ
た
も
の
あ
る
し
、今
も
っ
て

文
脈
が
生
き
残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。で
も
や
っ
ぱ
り
私
た
ち
は
、そ
う
し
た
過
去
の
作
品
を
理
解

す
る
際
に
自
ら
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
作
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。結
局
文
脈
を
知
ら
な
い
と
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
、と
い
う
の
は
面
白
い
で
す
よ
ね
。と
は
言
っ
て
も
、作
家
と
し
て
は
や
は
り
、作
品
は「
も
の
」と

し
て
魅
力
的
で
あ
る
も
の
を
作
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
い
で
す
け
れ
ど
も
。

今
回
の
展
覧
会
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、茂
木
さ
ん
は
顔
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
置
か
れ
て
い
ま
し

た
よ
ね
。顔
と
い
う
の
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
な
く
し
て
も
、存
在
し
え
る
切
り
口
か
な
と
感
じ
た
ん
で

す
け
ど
も
。顔
を
意
識
し
た
ら
、僕
の
作
品
も
１
対
１
に
な
る
か
な
と
思
い
ま
し
た
。見
る
人
と
作
品

と
。

女
の
子
は
顔
の
恐
ろ
し
さ
を
、よ
く
知
っ
て
い
る
ん
で
す（
茂
木
）

茂
木

：

ぼ
く
は
顔
っ
て
一
番
恐
ろ
し
い
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
。恐
ろ
し
く
て
し
ょ
う
が
な
い
。な
ん
で

エ
レ
フ
ァ
ン
ト
マ
ン
は
あ
あ
い
う
顔
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
、自
我
が
重
大
な
危
機
を
迎
え

な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
か
。な
ぜ
美
し
い
女
は
美
し
い
と
い
う
だ
け
で
た
い
し
た
こ
と
な
の
か
。顔
っ
て

す
ご
く
恐
ろ
し
い
も
の
な
ん
で
す
よ
、本
来
。

女
の
子
は
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
、よ
く
知
っ
て
い
る
ん
で
す
。今
日
、化
粧
の
研
究
者
と
会
っ
て
聞
い
た
ん

で
す
け
ど
、女
の
人
っ
て
鏡
の
前
に
座
っ
て
化
粧
を
始
め
よ
う
と
す
る
だ
け
で
、表
情
を
整
え
る
ん

だ
っ
て
。男
が
知
ら
な
い
事
実
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
ん
だ
な
と
す
ご
い
衝
撃
だ
っ
た
ん
だ
け
ど
。顔
と
い

う
も
の
が
文
脈
づ
け
て
い
る
自
己
の
存
在
に
つ
い
て
は
、女
の
ほ
う
が
男
よ
り
よ
っ
ぽ
ど
向
き
合
っ
て

い
る
。

そ
れ
で
言
う
と
、さ
っ
き
か
ら
真
也
が
近
代
近
代
っ
て
言
っ
て
い
る
け
ど
、近
代
は
敵
で
あ
る
と
同
時

に
、お
れ
自
身
が
近
代
の
産
物
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
。だ
け
ど
近
代
の
自
我
を
考
え
る
と
、男
の
考

え
る
自
我
と
女
の
考
え
る
自
我
っ
て
か
な
り
違
う
と
思
う
ん
で
す
ね
。女
の
人
は
自
分
の
ル
ッ
ク
ス
が

社
会
的
構
築
物
と
し
て
自
我
を
規
定
し
て
し
ま
う
と
い
う
大
変
過
酷
な
運
命
を
、テ
ィ
ー
ン
エ
ー

か
、敵
と
味
方
と
か
、平
和
と
戦
争
み
た
い
な
区
別
を
む
し
ろ
、い
ま
こ
こ
に
あ
る
個
物
の
絶
対
性
を

通
し
て
、相
対
化
し
て
る
と
い
う
、ち
ょ
っ
と
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
と
い
う
か
、奇
跡
的
な
こ
と
が
起

こ
っ
て
る
気
が
す
る
ん
で
す
よ
。そ
こ
が
、非
常
に
面
白
い
な
と
思
う
ん
で
す
。そ
し
て
、背
景
や
意
図

を
説
明
で
き
る
か
ら
素
晴
ら
し
い
の
で
は
な
く
て
、美
し
い
か
ら
す
ば
ら
し
い
。や
っ
ぱ
り
見
た
と
き

に
ど
う
い
う
感
覚
を
受
け
る
か
が
、ぼ
く
は
ア
ー
ト
作
品
の
全
て
だ
と
思
う
ん
で
す
。

あ
と
、こ
れ
は
真
也
の
意
見
を
ぜ
ひ
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
、ぼ
く
は
ア
ー
ト
の
作
品
の
鑑
賞
に
お
い
て

距
離
っ
て
す
ご
く
大
事
だ
と
思
う
ん
で
す
。憲
法
第
９
条
と
い
う
の
は
、我
々
に
と
っ
て
す
ご
く
パ
ッ

シ
ョ
ネ
イ
ト
な
話
題
で
す
よ
ね
。で
も
例
え
ば
ア
フ
リ
カ
の
カ
ラ
ハ
リ
砂
漠
を
歩
い
て
る
お
っ
さ
ん
が

同
じ
話
を
聞
い
た
と
き
に
、ど
う
思
う
か
っ
て
こ
と
で
す
よ
。あ
る
価
値
観
と
か
歴
史
を
共
有
し
て
い

る
イ
ン
テ
ィ
メ
ッ
ト
な
人
の
間
で
の
表
現
と
い
う
の
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、そ
こ
か

ら
距
離
が
離
れ
て
、極
端
な
場
合
、宇
宙
人
と
地
球
人
く
ら
い
に
ま
で
遠
く
し
て
い
っ
た
と
き
に
、果

た
し
て
ア
ー
ト
作
品
っ
て
の
は
ど
う
見
え
る
か
と
い
う
こ
と
を
、ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、こ
う
い
う
ポ
リ

テ
ィ
カ
ル
な
文
脈
で
も
の
を
見
る
と
き
に
は
、考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
か
も
し
れ
な
い
。あ
の
照
屋

さ
ん
の
作
品
は
、土
の
中
か
ら
３
０
０
０
年
後
く
ら
い
に
掘
り
出
さ
れ
た
と
し
た
ら
、そ
の
時
代
の
人

に
は
ど
う
映
る
ん
だ
ろ
う
。

ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
な
も
の
と
ア
ー
ト
的
な
も
の
と
の
関
係
っ
て
、そ
う
簡
単
に
は
説
明
で
き
な
い
も
の
な

ん
で
す
よ
。さ
っ
き
照
屋
さ
ん
が
す
ご
く
い
い
こ
と
言
っ
て
た
じ
ゃ
な
い
。米
軍
基
地
を
排
除
し
ろ
っ

て
言
っ
て
る
け
ど
、で
も
一
方
で
は
そ
れ
で
守
ら
れ
て
る
自
然
も
あ
る
っ
て
い
う
。そ
う
い
う
す
ご
く

や
っ
か
い
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
ん
だ
け
ど
、そ
の
こ
と
を
最
も
人
間
の
生
命
原
理
に
近
い
と
こ
ろ
で

表
現
で
き
る
も
の
が
、ぼ
く
は
ア
ー
ト
か
な
と
思
う
。政
治
的
な
対
立
と
か
そ
う
い
う
も
の
を
あ
る
意

味
超
え
ち
ゃ
っ
て
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。例
え
ば
、卑
近
な
例
で
申
し
訳
な
い
け
れ
ど
、米
軍
基
地
に
米

兵
が
来
る
。そ
の
中
の
誰
か
に
沖
縄
の
女
性
が
恋
を
し
て
、結
婚
し
て
、子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
す
る
。

そ
の
子
ど
も
に
罪
は
な
い
で
し
ょ
う
。す
ご
く
輝
か
し
い
笑
顔
さ
え
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。米

軍
が
沖
縄
に
来
て
駐
留
す
る
と
い
う
こ
と
は
そ
う
い
う
も
の
も
生
み
出
す
ん
だ
、と
い
う
こ
と
を
ど
う

考
え
る
か
。政
治
の
文
脈
で
は
な
か
な
か
扱
い
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、ア
ー
ト
の
文
脈
で
は
意

外
と
扱
え
る
気
が
し
て
、そ
こ
に
僕
は
ア
ー
ト
っ
て
い
う
も
の
の
素
晴
ら
し
さ
を
見
る
ん
で
す
け
ど
。

い
か
が
で
す
か
？

コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
こ
そ
、作
品
は
よ
り
深
く
理
解
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

（
渡
辺
）

渡
辺
真
也

：
も
の
す
ご
く
よ
く
分
か
り
ま
す
。で
も
同
時
に
私
は
こ
の
展
示
を
、近
代
批
判
と
し
て

や
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。そ
し
て
実
は
茂
木
さ
ん
と
、そ
の
点
で
共
有
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
が
か
な
り

あ
る
と
思
っ
て
る
ん
で
す
。例
え
ば
、言
語
に
よ
っ
て
人
間
を
規
定
す
る
憲
法
と
い
う
も
の
が
1
9
世

紀
以
降
の
世
界
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
政
治
的
な
状
況
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、私
た
ち

が
今
こ
う
し
て
美
術
館
で
討
論
し
て
い
る
こ
と
に
も
、知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
様
々
な
制
約
が
で

き
て
い
る
、と
い
う
こ
と
。

茂
木
さ
ん
の
言
お
う
と
し
て
い
る
、芸
術
の
可
能
性
と
か
い
い
面
と
い
う
の
は
、も
ち
ろ
ん
あ
る
と
思

い
ま
す
。で
も
今
の
米
兵
の
子
ど
も
の
例
で
言
え
ば
、私
の
仕
事
と
し
て
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
は
、

そ
れ
が
ど
う
い
う
状
況
で
生
ま
れ
た
か
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
作
っ
て
提
示
す
る
こ
と
じ
ゃ
な
い

か
な
、と
思
う
ん
で
す
ね
。私
は
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
い
う
の
は
交
通
が
生
ま
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
交

通
を
作
る
と
い
う
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。

勇
賢
さ
ん
の「
さ
か
さ
ま
の
日
の
丸
」に
つ
い
て
、先
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
レ
ク

チ
ャ
ー
を
や
っ
た
ん
で
す
。作
品
を
見
せ
る
と
、ア
メ
リ
カ
人
は
一
発
芸
み
た
い
な
感
じ
で
ウ
ケ
る
ん

で
す
よ
。「
あ
ぁ
、こ
れ
さ
か
さ
ま
だ
、わ
っ
は
っ
は
っ
」み
た
い
な
。そ
れ
は
そ
れ
で
あ
り
な
ん
だ
け
ど
、

─

今
日
は
、私
の
私
的
な
表
現
史
を
た
ど
り
な

が
ら
、ど
の
よ
う
に
し
て
、何
故
、文
章
に
よ
る

美
術
作
品
、私
の
い
わ
ゆ
る
観
念
美
術
を
創
り

出
す
よ
う
に
な
っ
た
か
、と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
お
話
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。そ
れ
は
、私

の
作
品
、行
為
、考
え
方
の
主
調
音
と
な
っ
て
、

く
り
返
し
く
り
返
し
鳴
っ
て
い
る
消
滅
と
い

う
言
葉
の
意
味
を
照
射
す
る
こ
と
に
も
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

私
は
学
校
で
建
築
を
学
び
ま
し
た
。卒
業
論

文
は「
廃
墟
に
つ
い
て
」と
い
う
も
の
で
し
た
。

卒
業
謝
恩
会
の
席
で
、「
私
は
鉄
と
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
堅
さ
を
信
じ
ま
せ
ん
。」と
い
う
よ
う
な
挨

拶
を
し
て
、先
生
方
や
友
人
た
ち
を
驚
か
せ
ま

し
た
。間
も
な
く
建
築
か
ら
美
術
に
ス
ウ
ィ
ッ

チ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
れ
以
前
詩
を
書
い

て
い
ま
し
た
が
、世
界
の
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
伝

達
し
た
い
と
い
う
欲
求
を
も
っ
て
、言
語
で
は

な
く
単
純
な
記
号
使
う
詩
を
創
り
出
そ
う
と

思
い
た
ち
、そ
れ
を
ひ
そ
か
に
記
号
詩
（
シ
ン
ボ

ル
ポ
エ
ム
）
と
称
し
て
、そ
の
た
め
の
方
法
論
を

つ
く
る
た
め
に
、先
達
た
ち
の
や
っ
た
こ
と
の

ス
ク
ラ
ッ
プ
を
は
じ
め
ま
し
た
。ジ
ャ
ン
・
ニ
コ

の
記
号
言
語
、ノ
イ
ラ
ー
ト
の
ア
イ
ソ
タ
イ
プ
、

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
普
遍
言
語
、そ
の
他
た
く
さ

ん
の
同
じ
夢
を
も
っ
た
考
え
方
や
試
み
が
あ

り
ま
し
た
。フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
イ
ジ
ド
ル
・
イ

ズ
ゥ
や
モ
ー
リ
ス
・
ル
メ
ー
ト
ル
が
丁
度
そ
の

頃
レ
ト
リ
ス
ト
と
称
し
て
、詩
を
、音
楽
や
絵

画
や
写
真
の
助
け
を
か
り
て
、言
語
か
ら
開
放

し
よ
う
と
し
て
い
る
運
動
に
同
感
し
、し
ば
ら

く
交
流
し
た
り
し
ま
し
た
。そ
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

の
中
に
、今
見
る
と
、ニ
ル
ヴ
ァ
ナ
と
か
、人
類

消
滅
と
か
、仏
陀
の
鼓
舞
と
か
い
う
項
目
が
収

集
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、今
の
私
に
と
っ
て
意

味
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、1
9
5
4
年
頃
で
し
た
。

　

そ
れ
よ
り
少
し
前
、1
9
5
2
年
に
、当
時

は
日
本
の
超
現
実
美
術
の
た
ま
り
で
あ
っ
た
、

〈
美
術
文
化
協
会
展
〉
に
、『
世
界
』『
森
』

『
1
9
5
2
』『
隠
者
』『
誘
惑
者
』『
0
時
』『
死
』と

い
う
七
点
を
初
出
品
し
て
会
員
に
な
り
、

1
9
5
4
年
ま
で
出
品
し
ま
し
た
。ハ
イ
ー
デ

ス
・
シ
リ
ー
ズ
、つ
ま
り
死
の
国
」を
テ
ー
マ
に

し
た
も
の
ば
か
り
で
し
た
。1
9
5
4
年
展
に

は
、『
テ
レ
パ
シ
イ
の
た
め
の
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
』

『
P
S
i
（
プ
サ
イ
）
に
就
い
て
』等
、後
に
所
謂

プ
サ
イ
・
シ
リ
ー
ズ
と
い
わ
れ
た
も
の
の
萌
芽

の
作
品
を
出
品
し
て
い
ま
す
。

1
9
5
5
年
に
な
っ
て
、『
美
の
客
観
的
な
測
定

法
の
研
究
』と
い
う
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
渡
米
し

ま
し
た
が
、は
じ
め
予
定
し
て
い
た
マ
ッ
サ

チ
ュ
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
、例
の“
視
覚
言
語
„

の
ケ
ペ
ッ
シ
ュ
教
授
の
所
へ
は
行
か
ず
、ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
夜
と
昼
を
と
っ
違
え
た
生
活
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。そ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
で
す
。

　

あ
る
深
夜
、多
分
日
本
流
に
い
う
丑
三
つ
刻

（
ど
き
）を
過
ぎ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
、ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
ス
ト
リ
ー
ト
と
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
が
交
叉
す
る
６６
丁
目
の
角
に

住
ん
で
い
ま
し
た
が
、さ
す
が
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
も
、シ
ュ
ー
ッ
、シ
ュ
ー
ッ
と
い
う
車
の
音
も

幾
分
少
な
く
な
っ
た
頃
、眠
ら
れ
ぬ
ま
ま
、

ひ
ょ
っ
と
枕
も
と
の
ラ
ジ
オ
の
ス
ウ
ィ
ッ
チ
を

入
れ
て
み
ま
す
と
、実
に
不
思
議
な
話
が
、異

常
な
熱
心
さ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
様
子
、こ
れ

は
す
ご
い
こ
と
だ
！
と
、と
う
と
う
窓
が
白
々

明
る
く
な
る
ま
で
、そ
の
話
に
付
き
合
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。そ
れ
は
、ハ
ド
ソ
ン
河
を
隔
て
て

お
隣
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
W
・
O
・
R
局
が

キ
ー
ス
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
な
り
、全
米
に
わ
た
り

2
5
州
に
、午
前
1
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
、

途
中
1
5
分
の
コ
ー
ヒ
ー
・
ブ
レ
イ
ク
を
は
さ

ん
で
、毎
日
毎
日
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
パ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
の
で
す
。パ
ー

テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ン
は
、今
で
は
周
知
の
U
F
O
に

関
す
る
も
の
で
、心
理
学
者
、地
球
外
空
間
研

究
家
、物
理
学
者
と
い
う
パ
ネ
ル
・
メ
ン
バ
ー
を

も
ち
、次
々
と
占
星
術
家
、霊
媒
、数
学
者
、催

眠
術
家
、ヨ
ー
ガ
哲
学
者
、生
理
学
者
、臨
床
医

の
双
方
で
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。オ
ブ
ジ
ェ

に
自
作
自
註
の
形
で
私
の
考
え
方
を
書
き
そ

え
て
展
覧
会
に
出
し
て
お
り
ま
し
た
。〝
オ
ブ

ジ
ェ
を
消
せ
〞
と
は
そ
の
オ
ブ
ジ
ェ
の
方
を
棄

て
て
文
章
だ
け
に
せ
よ
、つ
ま
り
作
品
を
成
り

た
た
せ
て
い
る
思
想
だ
け
に
せ
よ
、意
味
だ
け

に
せ
よ
、観
念
だ
け
に
せ
よ
、と
い
う
こ
と
な
の

で
す
。そ
こ
で
三
日
三
晩
徹
底
的
に
考
え
抜
き

ま
し
た
。文
章
だ
け
の
美
術
作
品
と
い
う
も
の

が
あ
り
得
る
か
と
。勿
論
そ
の
こ
ろ
、そ
ん
な

形
の
美
術
作
品
な
ど
世
界
中
何
処
に
も
な

か
っ
た
の
で
、徹
底
的
に
検
討
し
た
訳
で
す
。文

章
だ
け
に
し
て
、も
し
芳
し
く
な
い
と
い
っ
て

引
き
返
す
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。表
現
と
は
ギ

リ
ギ
リ
の
必
然
性
か
ら
、し
ぼ
り
出
さ
れ
る
よ

う
に
生
ま
れ
来
る
も
の
で
あ
っ
て
、イ
ー

ジ
ィ
ー
に
あ
れ
を
や
り
こ
れ
を
や
り
と
い
う
訳

に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

　

決
意
し
ま
し
た
。私
は
、こ
れ
だ
と
。現
代
文

明
に
対
す
る
全
否
定
の
方
法
論
、ア
ン
チ
テ
ー

ゼ
は
こ
れ
だ
と
。1
9
6
4
年
6
月
4
日
で
し

た
。

　

私
は
私
の
美
術
作
品
を
そ
の
日
以
後
文
章

だ
け
に
し
ま
し
た
。現
在
ま
で
16
年
間
、い
ろ

い
ろ
の
展
覧
会
に
発
表
し
た
作
品
は
1
4
1

点
、そ
の
全
重
量
は
1
0
0
1
瓦
。

学
者
、技
師
、宗
教
家
、そ
の
他
様
々
な
専
門
家
が
呼
ば
れ
て
来
て
、死
後
再
生（
リ
イ
ン
カ
ネ
イ
シ
ョ
ン
）と

か
、物
体
浮
揚（
レ
ヴ
ィ
テ
ィ
シ
ョ
ン
）と
か
、50
万
年
前
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
中
に
住
ん
で
い
た
Y
A（
ヤ
）と
い
う

種
族
と
か
、テ
レ
パ
シ
ィ
と
か
エ
ク
ト
プ
ラ
ズ
ム
と
か
、そ
れ
は
超
心
理
学
、心
霊
学
、神
智
学
、超
科
学

に
、話
題
は
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
中
毎
日
毎
日
午
前
1
時
か
ら
午
前
5
時
ま
で

欠
か
さ
ず
そ
れ
に
付
き
合
い
ま
し
た
。と
い
い
ま
す
の
は
、渡
米
前
1
9
5
2
年
に
シ
カ
ゴ
の
一
般
意

味
論
協
会
か
ら
、そ
の
機
関
紙「
E
T
C
」が
入
っ
て
来
て
、学
問
と
し
て
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
サ
イ
バ

ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
に
関
す
る
論
文
な
ど
が
の
っ
て
い
て
、大
変
に
関
心
を
も
っ
た
こ
と
と
、当
時
の
デ
ュ
ー

ク
大
学
の
パ
ラ
サ
イ
コ
ロ
ジ
ィ
研
究
所
の
超
心
理
学
研
究
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
の
で
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
そ
の
深
夜
の
放
送
に
す
っ
か
り
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
訳
で
す
。

　

私
は
ど
う
も
、こ
れ
ま
で
人
間
が
つ
く
っ
て
き
た
も
の
、築
い
て
き
た
も
の
、成
就
し
て
き
た
も
の
が

間
違
っ
て
は
い
な
か
っ
た
か
、迷
妄
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
訳
で
す
。も
っ
と
別
の
道
を

選
ぶ
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。現
在
人
間
の
到
達
し
て
い
る
姿
と
全
く
違
う
様
相
を
も
っ
た
、人
間
と

文
明
が
あ
り
得
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
訳
で
す
。然
し
、生
命
の
発
生
以
来
の
厖
大
な
道
の
り
と

人
間
と
文
明
の
到
達
を
全
否
定
す
る
こ
と
は
、不
可
能
で
あ
り
無
意
味
で
あ
る
と
す
れ
ば
、假
え
ば
そ

の
人
間
の
文
明
の
現
在
が
、錯
誤
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
一
つ
の
假
説
と
し
て
、そ
れ
か
ら
す
べ
て
の

論
理
を
出
発
さ
せ
て
見
る
の
も
面
白
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
深
夜
の
不
思
議

な
ラ
ジ
オ
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
訳
で
す
。1
9
5
7
年
に
ア
メ
リ
カ
か

ら
帰
国
し
て
、1
9
6
0
年
に
あ
る
雑
誌
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
そ
の
怪
放
送
に
ふ
れ
て
、『
サ
イ
バ
ネ

テ
ィ
ッ
ク
ス
か
ら
マ
ン
ダ
ラ
ま
で
』と
い
う
小
説
を
書
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、そ
の
最
後
の
部

分
で
、「
し
か
し
未
来
の
い
つ
か
人
間
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
す
べ
て
を
知
り
つ
く
し
て

し
ま
い
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
イ
シ
ョ
ン
し
な
く
な
り
、世
界
と

宇
宙
は
静
ま
り
か
え
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。そ
れ
を
ニ
ル
ヴ
ァ
ナ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。」

と
終
わ
っ
た
の
で
す
。

　

1
9
6
0
年
と
い
い
ま
す
と
、そ
の
年
の
大
晦
日
に
私
は
あ
る
予
感
を
し
ま
し
た
。そ
れ
は
後
に
述

べ
ま
す
1
9
6
4
年
6
月
4
日
の
決
定
的
瞬
間
に
と
っ
て
の
伏
線
だ
っ
た
の
で
す
。そ
れ
ま
で
は
毎
年

〈
読
売
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
〉
に
だ
け
出
品
し
て
い
ま
し
て
、1
9
5
8
年
に
は『
プ
サ
イ
の
亀
』そ
の

他
、1
9
5
9
年
に
は『
プ
サ
イ
の
鳥
』そ
の
他
、1
9
6
0
年
に
は『
パ
ラ
サ
イ
コ
ロ
ジ
ィ
空
間
』そ
の

他
、61
年
に
は『
プ
サ
イ
函
』、6
2
年
に
は『
の
ぞ
け
プ
サ
イ
亀
を
翼
あ
る
密
軌
を
』、6
3
年
に
は『
プ

サ
イ
の
座
敷
』と
つ
づ
き
ま
し
た
。所
謂
私
の
プ
サ
イ
シ
リ
ー
ズ
で
す
。プ
サ
イ
と
は
ギ
リ
シ
ャ
文
字
の

最
後
の
Ω（
オ
メ
ガ
）の
一
つ
手
前
の
文
字
で
、心
を
現
し
ま
す
。今
は
亡
き
滝
口
修
造
先
生
が
そ
の
頃
の

私
の
作
品
に
つ
い
て
、「
最
初
は
マ
ン
ダ
ラ
の
よ
う
な
記
号
的
な
シ
リ
ー
ズ
絵
画
だ
っ
た
も
の
が
、箱
に

変
り
、今
度
は
箱
が
分
化
し
、そ
の
中
に
不
条
理
な
雑
物
が
投
げ
こ
ま
れ
、さ
ら
に
こ
の
物
体
か
ら
奇

妙
な
形
の
本
が
派
生
す
る
。」と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。実
は
そ
の
こ
ろ
私
は
、旧
中
仙
道
沿
い
の
下
諏

訪
の
自
宅
の
古
い
二
階
の
二
間（
け
ん
）の
細
長
い
屋
根
裏
部
屋
に
、私
の
そ
の
よ
う
な
絵
画
作
品
、オ

ブ
ジ
ェ
作
品
を
置
き
は
じ
め
ま
し
た
。そ
の
う
ち
段
々
作
品
が
た
ま
り
始
め
て
、畳
の
上
も
四
方
の
壁

面
も
低
い
斜
め
の
天
井
も
ギ
ッ
シ
リ
物
で
あ
ふ
れ
て
し
ま
い
、完
全
に
飽
和
状
態
に
達
し
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。そ
の
時
が
、所
謂
量
が
質
に
転
換
し
た
時
で
し
た
。ギ
ッ
シ
リ
と
溢
れ
た
物
の
無
限
の
差
別

相
が
突
如
と
し
て
そ
の
極
点
に
お
い
て
、絶
対
無
差
別
の
様
相
、真
白
い
紙
に
転
換
し
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

　

1
9
6
4
年
6
月
1
日
の
深
夜
、私
は
、私
が
生
ま
れ
た
と
聞
か
さ
れ
て
い
る
裏
座
敷
で
眠
っ
て
い

た
の
で
す
が
、突
然
、〝
オ
ブ
ジ
ェ
を
消
せ
〞
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。真
暗
闇
の
中
で
枕
も
と
の
本

の
や
た
ら
に
開
い
た
頁
の
上
に
、手
さ
ぐ
り
で
〝
オ
ブ
ジ
ェ
を
消
せ
〞
と
書
き
と
め
て
お
き
ま
し
た
。

忘
れ
な
い
為
で
し
た
。朝
め
ざ
め
ま
し
た
が
勿
論
忘
れ
な
ど
は
し
ま
せ
ん
。余
り
に
強
い
鮮
か
な
啓
示

で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。〝
オ
ブ
ジ
ェ
を
消
せ
〞
と
は
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
、私
に
は
寸
分
の
疑
い
も
な

く
明
白
だ
っ
た
の
で
す
。つ
ま
り
、1
9
6
0
年
大
晦
日
の
予
感
以
来
私
の
作
品
は
オ
ブ
ジ
ェ
と
文
章

〝
憲
法
〞と
は
何
で
あ
る
か
を
考
え
た
一
日
。

ベ
ア
テ
・シ
ロ
タ
・
ゴ
ー
ド
ン
と
の
出
会
い

伊
藤
剛

みんな分かっている。今度

こそ平和に向けて。戦争は

もうないはず”と。でもこの

60年の間、全然平和じゃな

かった。とてもたくさんの

人が、また殺されてしまい

ました。今もまたイラクで。

そして他の国でも…。この

戦争がもっと続いて、イラ

ンでも始まってしまったら、

それは全世界の終わりにな

ると思う。今すぐ何か直さ

なければ、何かしなければ、

このままでは20年で世界

は終わってしまう。私は本

当にそう思っています。そ

の頃にはきっと私はもう生

きてない。でも、あなたは生

きている。そして私の孫が

生きている。かわいそう。た

だそれだけですよ」

憲法を作ったのが誰であれ、

それがいつのことだったの

であれ、今を生きる私たち

に問われている“問い”は変

わらない。この展覧会がア

メリカと日本の双方にとっ

て意義深いと思うのは、ま

さにそこにある。

★1　『国民投票法案』…日本国憲法の改正は、国会議員の３分の２の賛成

によって発議され、発議を受けて国民の過半数が賛成することによって

成立する。国民投票法案は、この国民投票についての手続きを定めたもの

で、国会で審議後、2007年5月14日に成立した。

伊藤剛:「GENERATION TIMES」編集長

URL：http://www.GENERATIONTIMES.jp
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民
、主
権
、そ
し
て
鏡　
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